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１  HPVワクチン接種後に発生した症状とワクチンとの因果関係の

有無および病態については、本日のシンポジウムでも示されたよ

うに、専門家の間でもいくつかの異なる見解がある。今後も専門

家による究明の努力が重要であると考える。 

 

２  これらの症状を呈した被接種者に対しては、HPVワクチン接種と

の因果関係の有無や病態にかかわらず、その回復にむけて、日本

医師会・医学会が行政とともに、治療・支援体制を強化すること

が大切である。 

 

３  ワクチンには接種をすることによるリスク（副反応）としない

ことによるリスク（疾病予防機会の喪失）の両面があることを踏

まえ、国においては、引き続きワクチン接種のあり方について、

現時点で得られている科学的根拠に基づいた検証を行い、結論を

得るべく努められたい。 

 

 


